
経済学部 カリキュラム・ポリシー 

 

■ 経済学科 

 

経済学科の「卒業認定・学位授与方針」に定められた資質・能力を育成するため、

以下の方針に基づき、体系的かつ段階的な教育課程を編成・実施する。 

CP1．入門科目では、学修の基盤として、1 年次の学生が経済学の基礎を理解し、経

済学およびその隣接分野の知識を体系的に獲得できるよう、必修科目を中心と

した複数の科目を配置する。 

CP2．コース科目では、下記の設置趣旨に基づき、「応用経済コース」、「社会経済コ

ース」、「グローバル社会コース」の 3 コースを設定する。各コースには、「基

本科目」群と「発展科目」群とを設ける。学生は、3 コースの科目を柔軟に組

み合わせて体系的かつ幅広く学修する。 

1.「応用経済コース」は、金融・環境・農業・医療など、現代の様々な経済事

象を理論的・実証的に分析・探求することを主眼とする。 

2.「社会経済コース」は、社会・歴史・思想・文化といった多面的な切り口か

ら経済を深く探求することを主眼とする。 

3.「グローバル社会コース」は、広く世界に目を向けて、国際社会の一員とし

て政治・社会のグローバルな分析・探求を行なうことを主眼とする。 

CP3．演習科目では、少人数によるアクティブ・ラーニングを通じて、学生が経済社

会や国際社会の本質的な課題に主体的に取り組む姿勢を養い、多様な価値観を

尊重しながら協働的に社会に参画する意欲を培う。 

CP4．総合科目では、経済学分野および隣接する分野の知識を統合し、現実経済・社

会を多面的に理解する力の深化を図るために、多彩な科目を配置する。 

CP5．入門科目および総合科目の一部では、メディア・リテラシーの育成と、社会科

学の基礎知識の習得および言説の当否を見極める力の養成を目的として、複数

のメディア関連科目を配置する。 

 

 

 

 



■ 経営情報学科 

 

経営情報学科の「卒業認定・学位授与方針」に定められた資質・能力を育成するた

め、以下の方針に基づき、体系的かつ段階的な教育課程を編成・実施する。 

本学科では、経営、会計、マーケティング、情報・データサイエンスの 4 分野を柱

として、学際的かつ実践的な教育を展開する。 

CP1．大学共通科目および学科基礎科目を中心に、講義・演習・ICT 活用型授業等を通

して、幅広い教養および基礎的知識、倫理観、論理的思考力および表現力・コミ

ュニケーション能力を養い、主体的に学ぶ姿勢と社会に貢献しようとする意欲を

育成する。 

CP2．1〜2 年次に「学科専門導入科目」および「学科専門科目（基礎）」を配置し、経

営理論、マーケティング、会計、情報・データサイエンスに関する基礎的専門知

識と技能を体系的かつ統合的に学修する。講義・演習・ICT 活用型学習を通し

て、基礎理論の理解と実践的活用の基盤を形成する。 

CP3．データや事例の分析、ICT 活用、マーケティング戦略等を通じて、企業や社会の

課題を論理的に思考・判断し、可視化・表現する力を育成する。アクティブ・ラ

ーニング、PBL（課題解決型学習）、ケーススタディ等により、課題解決力および

提案力を養う。 

CP4．専門知識の深化を図るため、1〜2 年次に「学科専門科目（基礎）」、3〜4 年次に

「学科専門科目（応用）」を体系的に配置し、科目の連続性（Ⅰ→Ⅱ等）に基づ

く段階的学修を可能とする。これにより、DP1 および DP2に定める専門知識・技

能の深化と、DP5 に定める主体的学修態度の形成を図る。また、経営／会計／マ

ーケティング／情報・データサイエンス／教職課程の履修モデルを提示し、学生

の興味や進路に応じた効果的な履修計画の立案を支援する。 

CP5．3〜4 年次の「専門演習」および「卒業論文」において、少人数型ゼミナール形

式による探究的学修、課題分析、制作・企画提案、発表・討論等を通して、協働

的課題解決力、表現力、データ活用力および実践的応用力を育成する。これによ

り、DP3〜DP5 に定める学修成果の統合と発展を図る。 

 

 

 



■ 経済法学科 

 

経済法学科の「卒業認定・学位授与方針」に定められた資質・能力を育成するた

め，以下の方針に基づき，体系的かつ段階的な教育課程を編成・実施する。 

CP1．学科専門科目への入門または導入として、基礎力養成塾と学科基礎科目を置き、

大学の学修を無理なく円滑に進めていくために必要な力を養う。 

CP2．学生の多様な知的関心と将来の志望に柔軟に対応するため、経済学と法律学を適

切に組み合わせた学科専門科目群から構成されている３つのコース（①経済・金

融、②法律、③公共法政策）を置き、高度な専門性を身に付ける。 

CP3．選択コース科目により、コース修了に必要な単位を修得することで、体系的な知

識を身に付け，2 年次以降各学年に演習科目をおいて、各コースで身につけた知

識や技術を実践的に活用した問題解決能力を養う。 


